
六
五

「
貞
斎
発
句
集
」
に
つ
い
て
（
綿
抜
）

「
貞
斎
発
句
集
」
に
つ
い
て

綿
　
　
抜
　
　
豊
　
　
昭

は
じ
め
に

か
つ
て
杉
仁
氏
は
、
俳
諧
文
化
に
注
目
し
て
「
化
政
期
の
社
会
と
文
化
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
（
（
（

。「
一
般
農
村
に
主
催
者
を
も
つ

俳
書
・
句
合
・
奉
額
句
合
な
ど
」
を
基
盤
と
す
る
五
～
十
里
の
範
囲
の
〈
中
域
文
化
圏
〉
が
あ
り
、
そ
れ
は
二
里
内
外
の
日
常
的
な
交
流

で
結
ば
れ
た
〈
地
域
小
文
化
圏
〉
を
地
盤
と
す
る
と
考
え
、
在
村
俳
人
の
史
料
を
悉
皆
調
査
と
い
う
方
法
を
用
い
て
、「
在
村
文
化
の
発

達
と
地
域
文
化
圏
」
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
杉
氏
は
考
察
を
深
め
ら
れ
、『
近
世
の
地
域
の
在
村
文
化
』（
二
〇
〇
一
年
、
吉

川
弘
文
館
（
を
著
さ
れ
、
さ
ら
に
『
近
世
の
在
村
文
化
の
書
物
出
版
』（
二
〇
〇
九
年
、
吉
川
弘
文
館
（
で
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
（
三
四
五
頁
（。

さ
き
に
、
雅
号
の
み
で
交
流
し
あ
う
私
的
な
裏
の
世
界
を
「
雅
号
世
界
～
風
雅
世
界
」
と
よ
び
、
公
的
な
表
の
現
実
世
界
と
の
関
係

を
、「
身
分
制
か
ら
は
な
れ
た
一
種
対
等
の
自
由
世
界
」
と
し
て
み
た
（
前
著
『
近
世
の
地
域
の
在
村
文
化
』
二
〇
〇
一
年
（。
し
か



六
六

し
業
雅
一
体
の
在
村
で
は
個
々
の
生
業
お
よ
び
地
域
の
政
治
世
界
と
の
密
着
度
が
つ
よ
い
。「
身
分
制
か
ら
は
な
れ
た
…
…
自
由
世

界
」
だ
け
で
は
と
ら
え
き
れ
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。
生
業
と
の
か
か
わ
り
は
奥
州
蚕
種
商
俳
人
「
本
宮
冥
々
」
塩
田
茂
兵
衛
の
動

き
ほ
か
を
上
州
に
み
た
が
、
の
ち
、
毎
年
か
さ
ね
る
風
雅
行
為
の
信
用
度
い
わ
ば
風
雅
信
用
が
、
商
取
引
の
一
種
信
用
保
証
の
役
割

を
は
た
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
お
な
じ
く
地
域
の
政
治
世
界
で
も
、
一
種
政
治
信
用
を
保
証
し
あ
う
役
割
が
う
か
が
え
た
。

こ
の
よ
う
に
在
村
の
俳
人
・
俳
諧
は
、
地
域
史
研
究
に
有
益
な
史
料
に
な
り
う
る
が
、
全
国
的
に
み
た
場
合
に
「
悉
皆
調
査
」
が
な
さ

れ
た
と
は
い
い
が
た
い
。
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
、
依
然
多
く
現
存
す
る
俳
諧
史
料
の
調
査
・
整
理
に
は
、
今
後
も
長
き
時
間
を
要

す
る
も
の
と
は
思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
は
そ
の
調
査
結
果
が
ま
と
め
ら
れ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
し
て
活
用
が
は
か
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
調
査
の
一
つ
と
し
て
、
綿
抜
が
所
蔵
す
る
在
村
の
俳
人
の
句
集
「
貞
斎
発
句
集
」
に
つ
い
て
紹
介
す
る
も

の
で
あ
る
。

一

「
貞
斎
」
と
称
す
る
人
物
の
、
写
本
の
「
発
句
集
」（
四
ツ
目
・
袋
綴
（
を
所
蔵
す
る
。
簡
略
な
が
ら
書
誌
等
に
つ
い
て
記
す
と
、
以
下

の
ご
と
く
で
あ
る
。

薄
い
灰
色
地
に
濃
い
灰
色
の
縦
横
の
刷
毛
の
表
紙
（
縦
二
一
・
三
セ
ン
チ
、
横
一
五
・
五
セ
ン
チ
（
で
、
左
肩
に
貼
ら
れ
た
題
簽
に
、

以
下
の
ご
と
く
墨
書
き
さ
れ
て
い
る
。

　

四
季
／
混
雑　

貞
斎
発
句
集　

春
／
夏　

乾

ま
た
扉
に
は
以
下
の
よ
う
に
墨
書
き
さ
れ
て
い
る
。



六
七

「
貞
斎
発
句
集
」
に
つ
い
て
（
綿
抜
）

　
　
　
　
　
　
　

貞
斎

　

発
句
詠
草
春
之
部

「
夏
の
部
」
の
は
じ
ま
り
に
も
同
様
の
一
紙
が
あ
り
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

貞
斎

　

発
句
詠
草
夏
之
部

表
紙
の
題
簽
と
扉
の
筆
跡
は
異
な
る
の
で
、
も
と
も
と
「
春
の
部
」
と
「
夏
の
部
」
は
独
立
し
て
お
り
、
後
に
合
綴
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
扉
に
あ
た
る
部
分
は
、
合
綴
さ
れ
る
前
の
仮
表
紙
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
書
き
様
か
ら
す
る
と
扉
・
本
文
は
自
筆
と
思
わ
れ
る
。

「
貞
斎
発
句
集
」
は
古
書
店
よ
り
入
手
し
た
時
点
で
「
春
夏
の
部
」
の
一
冊
の
み
で
あ
っ
た
が
、
題
簽
に
「
乾
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
坤
」
に
あ
た
る
「
秋
冬
の
部
」
一
冊
が
あ
り
、
上
・
下
巻
二
冊
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

貞
斎
自
身
が
自
詠
句
を
ま
と
め
た
と
す
る
と
、
後
述
の
ご
と
く
還
暦
を
過
ぎ
て
高
齢
に
な
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
理
由
の
一
つ
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
高
齢
に
な
り
、
そ
れ
ま
で
の
詠
句
を
ま
と
め
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
俳
人
に
と
っ
て
不
自
然
な
行
為
で
は
あ
る
ま
い
。

刊
行
す
る
意
志
が
あ
っ
た
か
否
か
は
不
明
だ
が
、
管
見
に
入
る
と
こ
ろ
で
は
刊
行
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。

本
文
は
、
上
欄
を
有
す
る
、
一
面
十
二
行
の
罫
紙
に
墨
書
き
さ
れ
、
料
紙
は
楮
紙
で
あ
る
。
柱
部
分
の
上
下
に
魚
尾
が
刷
ら
れ
て
い

る
。
漢
詩
や
狂
歌
も
若
干
記
さ
れ
て
い
る
が
、
大
半
は
発
句
で
あ
る
。
一
行
一
句
で
記
さ
れ
て
お
り
、
前
書
き
の
あ
る
も
の
も
あ
る
。
ま

た
上
欄
に
は
追
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
発
句
等
も
あ
る
。

「
春
の
部
」
の
本
文
は
墨
付
き
四
十
一
丁
、「
夏
の
部
」
の
本
文
は
墨
付
き
三
十
五
丁
で
あ
る
。

詠
句
は
時
系
列
で
配
列
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
収
録
句
数
を
示
す
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。



六
八

「
春
の
部
」

　

文
化
年
間
─
発
句
六
三

　

文
政
年
間
─
発
句
一
九
七

　

天
保
年
間
─
発
句
二
八
〇
、
漢
詩
一
〇　

追
加
五
九

　

弘
化
年
間
─
発
句
一
七
六
、
漢
詩
五
、
和
歌
（
狂
歌
（
九

　

嘉
永
年
間
─
発
句
一
一
七
、
和
歌
一

　

安
政
年
間
─
発
句
四
九
、
漢
詩
一
、
和
歌
一

「
夏
の
部
」

　

文
化
・
文
政
年
間
─
発
句
一
六
三

　

天
保
年
間
─
発
句
二
一
五　

追
加
四
六

　

弘
化
・
嘉
永
年
間
─
発
句
三
二
六
、
和
歌
一

他
者
の
詠
、
重
複
句
が
若
干
含
ま
れ
て
い
る
が
、
春
・
夏
で
お
お
よ
そ
千
六
百
の
発
句
を
詠
じ
て
い
る
。

二

表
紙
や
扉
に
記
さ
れ
た
「
貞
斎
」
は
い
か
な
る
人
物
か
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
「
貞
斎
発
句
集
」
は
時
系
列
で
発
句
が
配
列
さ
れ
て
お
り
、
上
欄
か
前
書
き
に
年
号
等
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
春
の
部
」
に
は
「
文
化
年
中
」（
一
八
〇
四
～
一
八
一
八
（
か
ら
「
安
政
三
年
」（
一
八
五
六
（
ま
で
の
発
句

が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
「
夏
の
部
」
は
「
安
政
」
の
年
号
は
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
上
欄
に
「
嘉
永
丑
と
し
」
と
あ
る
下
の

罫
紙
の
箇
所
に



六
九

「
貞
斎
発
句
集
」
に
つ
い
て
（
綿
抜
）

　

自
本
卦
返
り
を
祝
し
て

子
心
に
成
り
て
嬉
し
や
年
の
朝

と
あ
る
。「
自
」
が
「
自
分
」
す
な
わ
ち
「
貞
斎
」
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、
嘉
永
丑
年
（
嘉
永
六
年
、
一
八
五
三
年
（
に
「
本
卦
返
り
」
す

な
わ
ち
数
え
で
六
十
一
歳
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
ま
た
安
政
三
年
の
句
が
あ
る
こ
と
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
は
生
存
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
い
つ
か
ら
詠
作
を
は
じ
め
た
か
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
憶
測
に
し
か
過
ぎ
な
い
が
、
少
な
く
見
積
も
っ
た
と
し
て
も
四
十
年

間
前
後
の
俳
歴
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
「
春
の
部
」
上
欄
の
二
箇
所
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

初
名
文
童

又
更
号
文
洞

号
万
年
舎
既
同

ま
た
「
夏
の
部
」
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

文
化
十
年
文
洞
更
既
同

貞
斎
は
、「
文
童
」
→
「
文
洞
」
→
「
既
同
」
と
俳
号
を
改
め
て
い
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。



七
〇

三

次
に
そ
の
活
動
地
域
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

発
句
集
の
「
春
の
部
」
天
保
十
一
年
の
句
に

　

下
総
浦
辺
ニ
而

戸
あ
く
れ
は
海
見
る
里
の
初
日
哉

が
あ
る
。
ま
た
弘
化
三
年
の
句
に
、「
下
総
」
が
詠
み
こ
ま
れ
た
次
の
も
の
が
あ
る
。

下
総
は
白
壁
多
し
春
の
月

右
の
「
下
総
」
が
下
総
国
で
あ
り
、「
貞
斎
」
な
る
人
物
が
下
総
も
し
く
は
そ
の
近
隣
に
住
ん
で
い
た
と
す
れ
ば
、
現
在
地
を
推
し
量

る
こ
と
が
で
き
る
前
書
き
が
あ
る
。
以
下
、
そ
う
し
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
社
寺
や
地
名
の
記
さ
れ
た
「
貞
斎
発
句
集
」
の
前
書
き
を
あ

げ
て
、
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
な
お
虫
損
等
に
よ
る
難
読
箇
所
は
□
で
示
す
。

　

文
政
五
年
笹
本
村
観
世
音
法
楽

鶯
の
噂
て
も
消
じ
山
燈
籠

「
笹
本
村
」
は
、
現
在
の
銚
子
市
笹
本
町
に
あ
た
る
地
域
か
。「
笹
本
村
」
は
、「
春
の
部
」
の
天
保
年
間
の
句
に
も



七
一

「
貞
斎
発
句
集
」
に
つ
い
て
（
綿
抜
）

　

笹
本
村
観
世
音
法
楽

梅
に
月
水
の
ぬ
る
み
も
是
か
ら
ぞ

と
あ
る
。「
春
の
部
」
の
天
保
年
間
の
句
に

　

金
原
村
清
正
公
奉
納
額
面

花
の
代
や
甲
は
昼
も
ほ
し
明
り

と
あ
る
。「
金
原
村
」
は
、
千
葉
県
匝
瑳
市
に
あ
っ
た
村
か
。
と
す
る
と
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
（
四
月
一
日
の
町
村
制
施
行
に

と
も
な
い
、
合
併
し
て
香
取
郡
飯
高
村
と
な
っ
て
い
る
。「
春
の
部
」
弘
化
元
年
の
句
に

　

下
吹
入
ニ
而
蛙
合
戦
を
見
て

太
平
に
蛙
戦
ひ
見
る
日
か
な

と
あ
る
。
現
在
の
千
葉
県
山
武
郡
芝
山
町
下
吹
入
（
し
も
ふ
き
い
れ
（
で
あ
ろ
う
か
。「
春
の
部
」
弘
化
三
年
の
句
に

　

牛
尾
む
ら
嘉
瀬
氏
別
荘
の
賀
莚
に

□
脚
に
真
向
に
来
た
り
初
松
魚

と
あ
る
。「
牛
尾
村
」
は
、
現
在
の
香
取
郡
多
古
町
牛
尾
か
。
な
お
、
右
の
句
は
「
春
の
部
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、「
初
松
魚
」
と
あ

る
の
で
夏
の
句
で
あ
る
。
編
集
上
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。「
春
の
部
」
弘
化
三
年
の
狂
歌
に



七
二

　

作
田
村
政
右
衛
門
の
座
興　

狂
歌
三
首

お
る
ほ
ど
が
み
な
羊
羹
の
旨
言
か
扨
も
お
菓
子
〳
〵
お
も
ひ
初
に
し

お
亀
女
郎
花
の
咲
田
へ
□
こ
ん
て
大
や
袋
の
実
入
る
は
る
風

口
を
吹
く
卓
袱
そ
ば
の
も
て
な
し
に
巣
飽
く
迄
喰
ふ
て
腹
の
春
風

と
あ
る
。「
作
田
村
」
は
、
現
在
の
山
武
郡
九
十
九
里
町
作
田
か
。「
春
の
部
」
嘉
永
七
年
の
句
に

　

木
戸
台
増
福
寺
に
て

紫
の
雲
立
ま
じ
る
さ
く
ら
か
な

と
あ
る
。
現
在
山
武
郡
横
芝
光
町
木
戸
台
に
あ
る
増
福
寺
か
。「
春
の
部
」
安
政
二
年
の
句
に

　

押
辺
て
ふ
山
路
よ
り
沢
辺
を
見
下
ろ
し
て

形
ま
だ
見
ぬ
う
ち
聞
や
は
つ
蛙

と
あ
る
。
茨
城
県
笠
間
市
の
押
辺
か
。「
夏
の
部
」
文
化
年
中
の
句
に

御
祓
す
る
裾
川
汲
む
や
諸
白
髪

涼
風
の
溜
り
処
や
神
の
庭

右
二
句
香
取
奉
額
加
入



七
三

「
貞
斎
発
句
集
」
に
つ
い
て
（
綿
抜
）

と
あ
る
。「
香
取
」
は
香
取
神
宮
か
。
同
じ
く
「
夏
の
部
」
文
化
年
中
の
句
に

　

於
天
応
山
寂
阿
居
士
追
善
千
句
興
行　

手
向

拝
む
手
に
あ
り
〳
〵
蓮
の
影
法
師

と
あ
る
。「
天
応
山
」
は
、
現
在
山
武
郡
芝
山
町
に
あ
る
観
音
教
寺
の
山
号
か
。
ま
た
「
夏
の
部
」
文
化
年
中
の
句
に

　

中
村
並
木
春
日
明
神
法
楽

鹿
育
つ
森
の
常
盤
や
夏
の
月

と
あ
る
。「
中
村
」
は
現
在
の
香
取
郡
多
古
町
の
一
部
か
。
と
す
れ
ば
「
春
日
明
神
」
は
旧
南
並
木
村
の
鎮
守
で
あ
っ
た
。
中
村
に
関
し

て
は
「
春
の
部
」
文
政
年
間
の
句
に

　

中
村
額
面
法
楽

帰
る
雁
花
の
月
夜
を
急
く
ら
ん

が
あ
る
。「
夏
の
部
」
嘉
永
二
年
の
句
に

　

鹿
島
宮

御
手
洗
は
黄
金
色
也
若
葉
時



七
四

と
あ
る
。
現
在
の
茨
城
県
に
あ
る
鹿
島
神
宮
か
。
ま
た
こ
の
句
に
続
い
て

　

八
田
村
金
毘
羅
山

神
も
人
の
は
や
し
か
ら
也
若
葉
山

と
あ
る
。
句
中
に
「
神
」
と
あ
る
の
で
、
現
在
山
武
市
松
尾
町
八
田
に
あ
る
金
毘
羅
神
社
か
。
同
じ
く
「
夏
の
部
」
嘉
永
二
年
の
句
に

　

吉
岡
村
雲
富
山
の
霊
宝
を
拝
見
し
て

む
し
干
や
霊
□
く
雲
の
軒
廻
り

と
あ
る
。
現
在
、
成
田
市
吉
岡
に
あ
り
、
山
号
が
「
雲
富
山
」
で
あ
る
大
慈
恩
寺
の
こ
と
か
。「
夏
の
部
」
嘉
永
二
年
の
句
に

　

飯
笹
村
稲
荷
宮

涼
風
や
松
の
実
生
の
青
〳
〵
と

と
あ
る
。「
飯
笹
村
」
は
現
在
の
香
取
郡
多
古
町
飯
笹
か
。
現
在
あ
る
稲
荷
神
社
は
明
治
の
創
建
と
の
こ
と
な
の
で
、
こ
れ
と
は
別
の
神

社
と
考
え
ら
れ
る
。「
夏
の
部
」
弘
化
・
嘉
永
年
間
の
句
に

　

田
越
浅
間
宮
奉
納

暑
き
日
や
御
山
詣
の
人
に
酔



七
五

「
貞
斎
発
句
集
」
に
つ
い
て
（
綿
抜
）

と
あ
る
。
現
在
の
山
武
市
松
尾
町
田
越
の
浅
間
神
社
か
。

な
お
前
書
き
中
で
は
な
く
、
句
中
の
も
の
で
あ
る
が
、「
春
の
部
」
の
文
化
年
中
の
句

葛
飾
や
菜
の
は
な
や
迚
出
習
ひ
ぬ

お
よ
び
「
夏
の
部
」
の
嘉
永
元
年
の
句

江
戸
み
せ
に
出
た
り
葛
飾
の
初
か
ぼ
ち
や

の
「
葛
飾
」
は
下
総
国
の
葛
飾
か
。

下
総
国
お
よ
び
そ
の
周
辺
以
外
で
、
こ
れ
ら
の
前
書
き
の
地
名
等
が
あ
る
地
域
は
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
貞
斎
は
下
総
国
も
し
く

は
そ
の
近
隣
の
住
人
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

四

貞
斎
な
る
人
物
が
、
⑴
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
（
に
六
十
一
歳
で
、
⑵
下
総
国
に
住
ん
で
い
た
と
す
る
と
、
こ
の
二
つ
の
条
件
を
満
た

す
俳
人
が
い
る
。
飛
鳥
園
五
世
貞
哉
一
叟
で
あ
る
。
井
上
脩
之
介
氏
は
『
憑
蔭
集
』
の
注
で

貞
斎　

下
総
船
越
村
の
人
、
宇
井
求
馬
。
前
出
の
三
世
飛
鳥
園
貞
翁
の
孫
で
、
飛
鳥
園
五
世
を
嗣
号
し
た
。
安
政
五
年
五
月
十
四
日

没
、
六
十
六
歳
。
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六

と
記
し
て
い
る
（
（
（

。
ま
た
「
多
古
町
／
多
古
町
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
（
（
（

に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

飛
鳥
園
五
世
貞
哉
（
貞
斎
（
一
叟
、
宇
井
求
馬
金
敬
（
も
と
め
か
ね
た
か
（（
一
七
九
三
～
一
八
五
八
（
は
三
世
貞
翁
の
孫
で
同
じ

く
医
師
で
あ
っ
た
。
別
号
に
徳
佐
庵
・
雲
郷
・
山
雅
道
人
そ
の
他
が
あ
る
。
そ
の
著
に
『
蟻
（
あ
り
（
塚
集
遊
日
抜
蘂
（
ず
い
（』

が
あ
る
。
作
品
に
「
海
の
な
い
国
を
か
ぞ
へ
て
月
見
か
な
」、
辞
世
「
空
蝉
（
う
つ
せ
み
（
や
今
真
ご
こ
ろ
の
法
（
の
り
（
の
声
」

な
ど
が
あ
る
。

も
し
綿
抜
所
蔵
の
発
句
集
が
貞
斎
の
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
没
す
る
二
年
前
に
編
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。
先
に
活
動
地
域
に
つ

い
て
説
明
を
加
え
た
箇
所
で
「
か
」
を
付
し
た
も
の
の
多
く
は
、
断
定
し
て
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば

　

於
天
応
山
寂
阿
居
士
追
善
千
句
興
行　

手
向

拝
む
手
に
あ
り
〳
〵
蓮
の
影
法
師

「
天
応
山
」
は
、
現
在
山
武
郡
芝
山
町
に
あ
る
観
音
教
寺
の
山
号
か
。

と
し
た
が
、「
多
古
町
／
多
古
町
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
に

飛
鳥
園
二
世
、
寂
阿
一
叟
、
並
木
七
郎
右
衛
門
（
一
七
三
四
～
一
八
〇
一
（
は
別
号
に
麦
蒔
舎
（
ば
く
じ
し
ゃ
（、
兎
什
（
と
じ
ゅ

う
（、
芦
（
ろ
（
風
坊
そ
の
他
が
あ
り
、
飛
鳥
園
を
譲
っ
て
後
は
南
無
（
な
む
（
坊
を
号
し
て
い
る
。

と
あ
り
、
貞
斎
は
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
（、
芝
山
観
音
教
寺
に
「
杉
家
歴
代
」
と
題
し
た
句
碑
を
建
立
し
て
い
る
。
ま
た
文
化
七
年

（
一
八
一
〇
（、
貞
斎
の
祖
父
に
あ
た
る
飛
鳥
園
三
世
貞
翁
が
建
立
し
た
芭
蕉
句
碑
「
観
音
の
い
ら
か
見
や
り
つ
は
な
の
雲
」
が
芝
山
観
音



七
七

「
貞
斎
発
句
集
」
に
つ
い
て
（
綿
抜
）

教
寺
に
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
「
天
応
山
」
は
観
音
教
寺
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ま
た
貞
斎
が
飛
鳥
園
五
世
で
あ
る
と
す
る
と
、「
春
の
部
」
文
政
年
間
の

　

中
村
里
耕
古
名
右
耕
之
嗣
号
賀
筵

兎
よ
り
嗣
て
い
よ
〳
〵
花
た
よ
り

の
句
や
、「
春
の
部
」
安
政
二
年
の

　

卯
と
し
二
月
十
五
日
広
陵
一
開
追
善

枯
木
に
も
花
さ
く
春
と
也
に
け
り

　

同
席　

広
陵
一
白　

向
上
庵
一
路　

嗣
号
披
露

此
君
と
松
の
大
夫
や
花
の
春

の
句
や
、「
夏
の
部
」
文
化
年
中
の

　

門
人
竹
嵐
に
句
を
よ
れ
け
る
に
一
枚
は
雲
短
冊
一
枚
は
菊
の
画
な
り

短
冊
に
風
は
見
へ
ね
と
雲
の
峯

夏
菊
や
露
ま
つ
影
に
日
の
斜

の
句
は
、
俳
人
と
し
て
の
活
動
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
「
春
の
部
」
に
「
弘
化
四
年
申
二
月
十
日
旅
行
」
と
し
て
次
の
も
の
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。



七
八

蝶
舞
や
餉
遣
ふ
て
荷
の
軽
き

　

安
久
山
幸
神
（
（
（

松
老
て
い
く
春
や
経
ん
幸
の
神

菜
の
花
や
長
刀
形
り
の
捨
わ
ら
し

　

松
崎
稲
荷
宮

春
風
に
茎
さ
へ
置
ぬ
御
山
か
な

　

府
馬
村
愛
宕
山

陽
炎
や
差
明
き
宮
の
石
瓦

　

田
部
村
地
蔵
尊

地
を
掃
て
枝
垂
桜
の
御
堂
哉

　

木
内
大
明
神

鶯
の
声
澄
わ
た
る
宮
居
か
な

　

多
田
原
中
孤
屋　

狂
歌

刀
自
の
女
が
客
の
心
を
汲
み
と
り
て
ぬ
る
茶
一
は
い
呉
る
孤
屋

ゆ
ら
〳
〵
と
丑
の
歩
行
み
も
日
永
哉

　

旭
斎
（
（
（

友
を
訪
ふ
て　

狂
歌

留
守
の
戸
も
居
る
戸
も
何
れ
本
意
な
ら
て
戻
る
ぞ
多
田
の
か
ら
歩
行
き
也

　

小
野
を
出
て

足
ま
め
に
急
げ
は
晴
る
ゝ
は
る
の
雨

　

香
取
尾
形
平
馬
止
宿

朝
寝
し
て
鶯
聞
や
雨
や
ど
り



七
九

「
貞
斎
発
句
集
」
に
つ
い
て
（
綿
抜
）

寺
社
で
句
を
詠
じ
、
知
人
の
家
を
訪
問
し
て
い
る
江
戸
時
代
の
俳
人
の
例
は
多
い
。
句
集
中
の
も
の
な
の
で
詳
し
い
句
の
成
立
事
情
等
は

わ
か
ら
な
い
が
、
貞
斎
も
そ
う
し
た
俳
人
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

五

か
つ
て
佐
々
醒
雪
は
『
国
定
読
本　

俳
句
和
歌
通
釈　

附
俳
諧
入
門
』（
大
正
五
年
、
育
英
舎
（
の
「
俳
諧
入
門
」
で
以
下
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
（「
俳
諧
入
門
」
三
四
頁
（。

俳
諧
史
に
お
い
て
天
保
期
を
「
堕
落
時
代
」
と
し
、
い
づ
れ
も
風
流
人
の
口
真
似
で
な
く
ば
、
無
趣
味
な
写
実
で
、
極
め
て
下
等

な
、
見
る
に
堪
へ
ぬ
も
の
が
多
い
。
故
に
こ
れ
を
天
保
の
俗
俳
と
か
月
並
調
と
か
い
ふ
の
で
あ
る
。

本
稿
で
と
り
あ
げ
た
貞
斎
が
「
堕
落
」
し
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
厳
選
せ
ず
に
、
記
録
的
な
意
味
合
い
を
も
っ
て
編
ま
れ
た
句
集
の

場
合
、
収
録
句
の
す
べ
て
ま
た
は
多
く
が
秀
句
と
い
う
こ
と
は
考
え
難
い
。
た
と
え
ば
『
貞
斎
発
句
集
』
の
巻
頭
五
句
を
あ
げ
る
と

く
も
ら
ぬ
は
神
の
御
国
よ
か
ゝ
み
餅

年
々
に
顔
揃
ふ
た
り
雑
煮
餅

扱
ふ
手
に
春
の
雫
や
初
手
水

正
月
や
二
人
寄
て
も
鯨
汁

正
月
や
よ
れ
は
さ
は
れ
は
梅
の
事

で
あ
る
。
佐
々
の
い
う
と
こ
ろ
の
「
無
趣
味
な
写
実
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。
ま
た
「
夏
の
部
」
天
保
年
間
の
句



八
〇

小
便
の
次
て
に
百
合
は
お
ら
れ
鳧

は
、
雅
（
自
然
・
百
合
の
花
（
と
俗
（
人
事
・
小
便
（
と
の
対
比
を
用
い
て
う
ま
く
仕
立
て
て
お
り
、
そ
れ
な
り
の
技
量
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
、
句
に
は
滑
稽
さ
や
人
間
の
真
理
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
代
的
な
価
値
観
で
み
れ
ば
、「
極
め
て
下
等

な
、
見
る
に
堪
へ
ぬ
も
の
」
と
い
え
よ
う
か
。

『
貞
斎
発
句
集
』
を
全
体
的
に
み
た
と
き
、
稿
者
も
、
文
芸
と
い
う
視
点
で
は
、
高
く
評
価
す
る
も
の
で
は
な
い
。

た
だ
し
、
佐
々
醒
雪
は
ま
た
以
下
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
（
一
二
〇
頁
（。

天
明
寛
政
期
に
な
る
と
、
俳
句
の
季
題
と
す
る
語
に
は
、
そ
の
余
情
、
即
ち
そ
の
語
か
ら
来
る
直
接
の
聯
想
が
略
々
固
定
し
て
し

ま
っ
た
か
ら
、
大
胆
に
殊
語
を
配
合
し
た
だ
け
で
も
、
十
分
に
余
情
が
聞
え
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
知
識
の
有
無
は
、
は
じ
め
に
あ
げ
た
杉
氏
の
い
う
と
こ
ろ
の
「
風
雅
信
用
度
」
の
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
あ
る
ま

い
。
当
時
の
飛
鳥
園
に
か
か
わ
る
俳
人
の
、
そ
う
し
た
「
殊
語
」
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
資
料
に
は
な
ろ
う
。

ま
た
千
葉
県
と
鯨
は
関
係
が
深
く
「
千
葉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」（（0（（/（/（6

閲
覧
（
に

明
治
期
の
記
録
に
、
房
総
地
方
の
捕
鯨
の
特
徴
と
し
て
、
⑴
東
京
に
近
い
こ
と
、
⑵
古
く
か
ら
捕
鯨
が
行
わ
れ
て
お
り
鯨
漁
の
熟
練

者
が
多
く
い
る
こ
と
、
最
後
に
⑶
こ
の
地
域
に
鯨
肉
（
赤
肉
（
を
食
べ
る
習
慣
が
あ
り
、
当
時
一
番
の
需
要
が
あ
っ
た
鯨
油
だ
け
で

な
く
捕
れ
た
鯨
を
余
す
こ
と
な
く
利
用
（
消
費
（
で
き
る
地
域
で
あ
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
現
在
、
安
房
地
方
の
郷
土
食
と

な
っ
て
い
る
“
鯨
の
た
れ
”
も
夏
場
に
大
量
に
捕
ら
れ
た
ツ
チ
鯨
の
赤
肉
を
い
つ
ま
で
も
食
べ
ら
れ
る
よ
う
保
存
食
と
し
て
作
ら
れ

た
も
の
で
す
。
ま
た
、
近
年
ま
で
安
房
地
方
で
は
、
鯨
が
捕
れ
た
翌
日
に
肉
の
量
り
売
り
す
る
行
商
人
が
お
り
、
捕
獲
さ
れ
る
鯨
を

中
心
に
鯨
文
化
が
長
い
年
月
を
か
け
て
培
わ
れ
て
き
ま
し
た
。



八
一

「
貞
斎
発
句
集
」
に
つ
い
て
（
綿
抜
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
前
掲
の
「
鯨
汁
」
の
句
を
み
れ
ば
、
鯨
文
化
の
一
史
料
と
な
り
う
る
も
の
で
は
な
い
か
。

「
鯨
」
に
関
し
て
は
、
こ
の
他
に
も

朧
夜
や
焚
火
と
り
置
く
鯨
番

潮
吹
に
鯨
も
出
た
り
春
の
風

鯨
売
は
壱
人
機
嫌
て
無
り
け
り

と
い
っ
た
句
が
み
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

歴
史
資
料
と
し
て
は
「
同
十
日
武
部
赤
城
下
五
折
町
肥
田
公
之
御
舘
に
両
宿
す
れ
は
折
節
甲
子
を
祭
と
聞
て
」「
諸
侯
の
登
城
を
見
て
」

「
山
村
到
る
迄
御
巡
見
の
道
普
請
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
こ
と
を
記
し
た
前
書
き
が
注
目
さ
れ
る
が
、
発
句
に
は
次
の
ご
と
き
句
も
み
ら

れ
る
。春

雨
や
潤
ひ
安
き
画
の
具
皿

飼
猫
の
戻
る
晨
鐘
や
ち
る
桜

　
　

天
保
五
午
の
と
し
歳
旦

家
例
と
て
福
は
き
こ
む
や
年
の
朝

鶯
や
障
子
に
穴
を
開
る
孫

焼
芋
の
煙
立
け
り
若
楓



八
二

高
砂
も
謡
ひ
お
ほ
え
て
朧
月

こ
う
し
た
句
を
、
想
像
上
の
産
物
で
、
実
生
活
と
は
ま
っ
た
く
関
係
な
い
と
み
る
こ
と
は
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
想
像
だ
け

で
千
を
超
え
る
数
の
句
を
詠
め
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
生
活
を
詠
ん
だ
も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
点
描
画
の
よ
う
に

見
立
て
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
た
と
え
ば
右
の
句
か
ら
、
貞
斎
は
、
正
月
に
は
家
例
に
従
っ
て
行
動
し
、
と
き
に
は
絵
も
た
し
な

み
、
謡
も
な
ら
う
。
貞
斎
に
は
孫
も
あ
り
、
飼
い
猫
も
い
る
。
焼
き
芋
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
と

す
れ
ば
、
文
芸
と
し
て
み
た
場
合
に
は
駄
句
と
評
価
す
る
む
き
も
あ
ろ
う
が
、
記
録
に
残
さ
れ
に
く
い
実
生
活
の
日
常
を
伝
え
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
ま
た

我
国
は
東
の
果
よ
ほ
と
ゝ
き
す

と
い
う
句
も
あ
る
。
こ
の
「
我
国
」
が
日
本
国
で
ア
ジ
ア
の
東
の
果
て
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
自
分
の
住
む
下
総
国
が
日
本
の
東

の
果
て
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
自
分
の
住
む
地
を
、
こ
う
し
た
感
覚
で
と
ら
え
て
い
た
こ
と
を
詠
ん
だ
句
は
珍
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
貞
斎
一
人
が
そ
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
特
に
と
り
あ
げ
る
ま
で
も
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
も
し
地
域
の
人
々
の
共
通

意
識
で
あ
れ
ば
、
地
域
文
化
と
し
て
注
目
し
て
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
貞
斎
の
句
集
は
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
知
る
に
は
そ
れ
な
り
に
活
用
が
可
能
な
資

料
で
あ
り
、
そ
の
地
域
の
原
風
景
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
俳
文
芸
と
し
て
の
視
点
で
は
な
く
、
地
域
史
料
と
い
う
視
点
で
み

れ
ば
、
活
用
が
可
能
な
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

注

（
（
（　

青
木
美
智
男
・
山
田
忠
雄
編
『
天
保
期
の
政
治
と
社
会
』
有
斐
閣
、
昭
和
五
十
六
年
。



八
三

「
貞
斎
発
句
集
」
に
つ
い
て
（
綿
抜
）

（
（
（　
『
憑
蔭
集　

釈
文
・
解
説
』
昭
和
五
十
九
年
三
月
、
船
橋
市
史
談
会
、
三
四
頁
。

（
（
（　
「
多
古
町
／
多
古
町
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」（A

D
EA

C

（
ア
デ
ア
ッ
ク
（：
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
（trc.co.jp

（ （0（（/7/（

閲
覧
（。

（
（
（　
「
安
久
山
」「
松
崎
」「
稲
荷
宮
」「
府
馬
村
」「
愛
宕
山
」「
田
部
村
」「
多
田
原
」「
小
野
」
は
香
取
郡
の
地
名
等
と
思
わ
れ
る
。

（
（
（　

東
旭
斎
か
。
旭
斎
は
、
佐
原
の
俳
人
。
文
政
五
年
（
一
八
二
二
（
生
ま
れ
な
の
で
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
（
に
は
ま
だ
二
十
代
で
あ
る
。

【
付
記
】
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
石
井
聖
子
氏
、
村
上
昭
彦
氏
、
秋
尾
敏
氏
の
ご
教
示
を
得
ま
し
た
。
末
尾
な
が
ら
あ
つ
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。


